
 

１． 学校の沿革 

明治 6. 5.23 安来小学校支校赤江小学校を法雲寺 

              に開設。 

     4.12.14  東赤江中島に校舎落成、分校を荒島 

             上坂田今津に開設。 

  22. 4. 1  東赤江、中島、切川、下坂田の６カ 

              村を合併し赤江村が誕生。赤江村尋 

              常小学校と改称、今津分教場を設置。 

    26. 4. 1  東赤江尋常小学校と改称、赤江村今 

        津尋常小学校として独立。 

昭和 6. 4. 1  東赤江、今津両校を統合し赤江尋常 

              小学校と改称し、現在地に新校舎を 

              新築。（同年11月11日竣工）   

       10. 6  校歌制定。                      

               作詞 木島俊太郎、作曲 下野 米  

    16. 4. 1  赤江村国民学校と改称。   

   22. 4. 1  赤江村赤江小学校と改称。  

   33. 4. 1  安来公民館併設。         

    48.8.6～8  第一回児童交流を実施。羽曳野市立 

              白鳥小学校６年児童が全員来校し、

       児童各家庭に民泊する。 

    49. 2.27  開校百周年記念式典を挙行。  

   52. 4.10  校舎改築落成、竣工式を挙行。 

        1.16  校庭整備完了。（第一期） 

   53. 9. 1  給食調理室改築竣工。 

    61. 8. 1  水泳プール新設。プール開きを実施。 

62. 4.15  講堂および水泳プール竣工式を挙行。 

63.12. 7  保健体育優良校県表彰を受ける。 

平成元.12. 7  保健体育優良校全国表彰を受ける。 

5.10.14  市郡教育研究大会主会場となる。  

8～10年度 親子福祉推進事業指定校となる。 

 地域ふれあい事業推進指定校となる。 

 

 

 

平成12.10. 6  鳥取県西部大地震発生。 

    13.11. 2  県家庭科教育研究大会会場校となる。 

              家庭科、生活科の授業を公開。  

    14.7.20～21児童交流30周年記念事業実施。 

   14.11.29  市学校同和教育研究会の会場となる。 

             総合的な学習、道徳の授業を公開。 

   17～18年度 国語力向上モデル事業研究指定校と

               なる（文科省） 

18. 7.14  赤江子ども見守り隊発足。 

       10.27  第47回島根県教育研究大会全体会場 

          校となる。国語の授業を公開。 

   20年度  人権教育総合推進地域事業指定地域 

             （文科省）となる。 

   22.10.30 人権教育総合推進地域事業の発表会 

        を実施。（文科省指定） 

    24.6.30～7.1 児童交流40周年記念事業実施。 

    27.11.27  中国地区小学校特別活動研究大会会

       場校となる。学級活動を授業公開。 

    30.4～    平成29年度末で自校給食を終了し、

       安来市給食センターによる給食開始。

令和3.10.27  安来市教育研究大会会場校となる 

学級活動、図画工作の授業を公開。 

  4年度   教職員の働き方改革推進モデル校

（島根県）となる。 

  4.5.23  開校150年。 

6.17  児童交流50年記念式典を挙行。 

9.29   記念事業で体育館ステージ幕を新調。 

    11.13   開校150年記念式典を挙行。 

   4～6年度 トイレ改修工事（個室トイレの洋式化, 

照明改修,換気扇設置） 

5.10.28 開校150周年記念花火大会を開催。 

 

２．校区の概要 

 赤江校区は、東西２km、南北８km、面積１０.１３k㎡でほぼ楕円形の校区である。中央部を飯梨川
（富田川）が縦貫し、上流から運ばれた土砂が厚さ30ｍも堆積して、広大な沖積平野を形成している。
昔から、飯梨川は度々大洪水を引き起こし、流路を変えてきたが、今日は堅固な築堤により千町田
（ちまちだ）と呼ぶ田圃が守られている。地区の中央には武嶺山（出雲風土記には加茂島と記されて
いる）、古城山、分銅山の３つの小さな山がある。 
 校区の世帯数は１０９８戸（令和５年４月現在）で、農業の盛んな地域である。米はもとより苺・
梨・ぶどう・柿・メロン・生鮮野菜等の生産や酪農も盛んである。また、東西に伸びる国道９号線沿
いには様々な商店や会社等が並び商業地区となっている。平成１２年度の高速道路・山陰道の開通や、
現在進められている道路網の整備により交通の利便性を生かした地域の一層の発展が期待されている。 
 学校は、校区の中央部に位置し、校舎の窓からは飯梨川と遠くに秀峰大山、北には大根島が浮かぶ
中海を臨み、千町田の緑の風吹く恵まれた自然環境にある。 
 地域の人々の学校教育への期待は大きく、赤江地区教育後援会をはじめ各種団体等から教育活動に
温かい支援や協力を受けている。また、赤江交流センターでは、子どもたちの健全育成の一環として
小学生を対象に「めだかクラブ」が組織され、地域の方と交流しながら稲作など様々な体験活動が行
われている。さらに地域の社会体育活動として、各種のスポーツ少年団が組織され活躍している。 
  校区内に、児童養護施設安来学園があり、本校の全児童の約６パーセントの児童が通学している。
学園と学校が相互に連携して児童の教育や自立支援にあたっている。 


